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令和６年度第１回室戸市総合教育会議議事録 

 

１．日 時 令和６年９月２５日（水）午後３時３０分～ 

２．場 所 室戸市役所３階第６会議室 

３．出席者 

（構成員） 

室戸市長  植田壯一郎 

室戸市教育委員会 

教育長  百田貴昌 

教育委員 多田明美 

教育委員 和泉久美子 

教育委員 植野真由美 

教育委員 佃美保 

（オブザーバー） 

副市長   黒岩道宏 

総務課長  上松富士樹 

こども子育て支援課長 辻さおり 

（事務局） 

学校教育課 

課長   山本康二（教育次長） 

企画監  森司 

課長補佐 戎井文 

課長補佐 祝真紀 

班長   髙﨑正太 

生涯学習課 

課長   和田美紗子 

課長補佐 堺宗大 

 

４．欠席委員 なし 

 

５．議事 

⑴室戸市教育振興基本計画における令和６年度事業実施計画委ついて 

⑵協議事項 

①令和６年度全国学力・学習状況調査結果について 

 ②不登校の現状について  

③放課後の子どもの居場所づくりについて 

６．その他 
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（森企画監） 

定刻をすぎておりますが、皆さんお揃いになりましたので令和６年度第１回の総合教

育会議を開催いたします。私は学校教育課の森と申します。よろしくお願いします。 

今回も前回の総合教育会議と同様、市長と教育委員の協議に重点を置くため、市長が

議長を務めずに事務局の方で進行させていただきますので、どうぞよろしくお願いし

ます。 

それでは、会議次第に沿って進めさせていただきます。開会、市長挨拶、植田市長よ

り開会の挨拶をお願いします。 

（植田市長） 

大変お世話になっております。市長の植田でございます。よろしくお願いいたします。 

ご挨拶させていただきます。本日は、今年第１回目となります室戸市総合教育会議を 

開催いたしましたところ、教育委員の皆様にはご多用のところ、ご出席いただき、誠 

にありがとうございます。 

また、日頃より本市の教育行政の振興・発展にご尽力いただきまして、併せて御礼を

申し上げます。 

この総合教育会議は、市長部局と教育委員会が市の教育の課題、そして目指すべき姿

を共有したうえで、意見交換を行い、今後の本市の教育行政に生かしていく場所でご

ざいます。 

本日は、室戸市教育振興基本計画における令和６年度事業実施計画を議題として、ま

た、協議事項としまして、令和６年度全国学力・学習状況調査結果、不登校の現状、

そして放課後の子どもの居場所づくりと、本市の抱える現在の教育現場の課題につい

て協議していただくこととなっています。 

室戸市の将来を担う子どもたちの教育について、忌憚のないご意見をいただければと

考えていますので、どうかよろしくお願い申し上げますと申し上げまして、開会のご

挨拶にかえさせていただきます。 

（森企画監） 

ありがとうございました。室戸市総合教育会議の構成員は、市長および教育委員会と

規定されております。本日はオブザーバーとして、黒岩副市長、上松総務課長、辻こ

ども子育て支援課長にご出席をいただいております。よろしくお願いします。 

それでは、２の議事に入ります。室戸市教育振興基本計画における令和６年度事業実

施計画について、事務局より説明をお願いします。 

（山本教育次長兼学校教育課長） 

（資料に沿って説明） 

（和田生涯学習課長） 

（資料に沿って説明） 
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（森企画監） 

事務局からの説明が終わりました。ここから協議及び意見交換とさせていただきま 

す。 

（多田委員） 

勤労者体育センターの体育館の修繕はいつまでかかりますか。 

（堺補佐） 

まず、天井の照明の修繕を考えておりまして、見積もり取ったんですが、部品がなく

修理ができないということで、入れ替えるように見積をとっているところです。それ

と併せて近々トイレの修繕を行います。 

（多田委員） 

冷房は無理ですか。 

（和田課長） 

今、冷房は検討していません。 

（佃委員） 

羽根の放課後こども教室で登録が２１名になっているんですが、実際にどのぐらいの

子ども達が利用しているのかを知りたいのですが。 

（和田委員） 

利用者数を調べれば分かるので少しお待ちいただきたいです。すいません。 

ちなみにですね、夏休み期間中の利用者数は、今わかりまして。前回の教育委員会の 

定例会で夏休みに実施してもらいたいという意見がありまして、支援員、先生とも協 

議をして機会をつくりまして、羽根の放課後子ども教室でコーディネーター１名、支 

援員３名で、7月 21日から８月 31日までの開所の数が 24日ありまして、１日平均開 

所時間３時間でした。児童の参加人数が延べ人数で 59人となっております。ちなみに 

佐喜浜では開設日数が 22日参加児童 125名、吉良川では開設日数 11日参加児童 11名 

となっています。 

吉良川地区でも羽根地区と同じように開催の回数とか、夏休み中に児童を預けたいと

いうご要望があったのでできるだけ開けるようにしていたのですが。暑さとかもあっ

たのですけど、すごく少ない参加員数となっています。 

羽根の放課後こども教室の利用人数については、集計が延べ人数となっていて実人数

とは違いますが、７月９日が 12名、11日が 15名、12日が７名、16日が 17名、 17

日が 10日といった感じです。 

（堺補佐） 

日々、当然増減もありますけれど、21人登録してる中で、ぱっと見て全然来ていない

児童はほとんどおらず、ほぼ全員が利用している状況です。 

（佃委員） 

わかりました。ありがとうございます。 
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（多田委員） 

先日、佐古小学校の児童クラブを見学させていただいたんですが、そこに関しては、

専用の建物があったんですが、室戸に関しては室戸小学校にしか児童クラブがなく、

他はこども教室である。児童クラブが有料で、子ども教室は無料ですよね。児童クラ

ブの方は、室戸小でおやつも出たり色々あったんですけど。そこで児童クラブと子ど

も教室で子供さんのメリットって変わりありますかって聞いたら、ないですとの答え

だったんです。それなら子供にとって児童クラブの方がいいよっていうのならともか

く、そんなにメリットデメリット変わりないんだったら、今度、そしたら保護者の方

の立場に立ったら、 タダの方がやっぱいいんじゃないかなって思って、ぜひ室戸小学

校にも放課後こども教室を作っていただいて。 

室戸は街中と違って１つの箱の中に閉じ込めなくても、学校を使えば外で遊ぶことも

できるし、本当にいい環境で子ども達が快適で過ごせるようになるではないかなと思

います。 

（植田市長） 

その内容によって、どちらがいいのか、無料、有料でどうかっていうことの物事も大

事ですけど、まず放課後の子ども達との関わりをどういった方がよいのかを議論して、

良いものを作っていくことがでてきていると思いますので。 

今、地元の小学校の場合は、室戸小学校では、今までやってきたりした方、最初に立

ち上げた方々が、なかなかできなくなってきていて、行政ができないのかと考えたり、

色々検討をしてるようですけど、１番大事なのは、子供たちにとって、どういうよう

な時間を提供できるのかが大事だと思うので今日は、私の課題としていきます。 

（多田委員） 

実際に子供さんがいることが、ご両親働いて、見れないけど、預けたいけど、お金が

なくて、結局、その子は図書館に行ったりとか、時間をつぶしたりという方もいるの

で。経済的なことをどうにかできないかなと。 

（植田市長） 

そのことについてはしっかり受け止めて、必要なことを考えて参ります。 

（和泉委員） 

放課後児童クラブ、学童と放課後子ども教室は、そもそも成り立ちが違うと思います。

放課後子ども教室は佐喜浜、吉良川、羽根でやっていて、子どもの居場所づくりとい

う取組でつくられていて、これは子ども保険庁で、学童っていうのは居場所じゃなく

て、遊びだとか、生活を提供するっていう取組みで、文科省ではないかと思いますね。

学童では有資格者がいる、放課後子ども教室は特に有資格者がいなくてもよい。両方

のいい面をとらなくてはいけないということで、室戸小学校では学童になっている。

経済的にしんどいというのはでてきますよね。それに対して、２つ作るというのはな

かなか難しい。根本が違うので。 
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（多田委員） 

難しいことも、保育所と幼稚園が違うみたいに、違うことも解りますけど。なかった

んですよ。室戸地区だけ放課後子ども教室がなかったので困ったお母さん、バイタリ

ティのあるお母さんたちがいて、立ち上げた。そもそも最初にあれば、自分たちで立

ちあげることもなかった。どうしても必要で立ちあげた、そのときの熱意のあるお母

さんたちがいなくなって熱がなくなって。預けるのにも、お金がなければ預けられな

いので、保護者達の熱意も下がってきて、また違ったかたちになってきている。 

（和泉委員） 

２つをすることはできないから、どちらかにしないといけないとなってくると思うん

です。片方無料、片方有料ということで、２つになる。二択になるということは、そ

んなことはあったらいかんですけど。学童は出欠をととらないといけない、放課後子

ども教室の場合は来た人だけでよく、こられない人に「どうですか。」と声をかけなく

てもよい。２つ作るのはなかなか難しいので、なにかお金の補助みたいな制度があっ

たら室戸小の方にもいけるかなと思います。 

（森企画監） 

放課後の子どもの居場所づくりについては、後の協議事項としてでてきますが、せっ

かくなので今の意見はこのまま伝えていただいて。 

（多田委員） 

わかりました。すみません。 

（和田委員）補助制度なんですが、要保護児童、準要保護児童については、具体的に

いくらかは解らないのですが補助制度がございます。 

（多田委員） 

居残りっていうか、延長もそれぞれ 30分とか時間単位でお金がかかるんですか。 

（和田課長） 

それはないですね。一律、長期は 3,000円とか、夏休みは 5,000円とかの決まった金

額です。 

（多田委員） 

ないですか。 

（和田課長） 

はい、こちらに、放課後の子どもの居場所づくりについての資料がございまして。１

枚の資料の 1番最初の方なんですが、こちらの方に、もし仮に家族会の。 

（植田市長） 

議題にあるからその時に。 

（和田課長） 

すいません、フライングしてすいません。 
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（森企画監） 

関連事項なので大丈夫です。 

（和田委員） 

新旧対照表で表しているんですけど、もし、室戸市が運営した場合、実施場所は変更

有りません。保護者の負担が変更なしで、１年生から４年生の方が 3,000円、5年生

から６年生が 2,000円です。補助金算定につきまして、室戸市運営の場合は支援員等

の賃金や光熱水費、消耗品等を委員会がまとめます。家族会運営の場合はほぼ委託料

から算定しています。基本賃金ですが、室戸市運営の場合は支援員（資格有）1,083

円、補助員 1,011円、主任手当月 10,000円、副主任手当月 5,000円の予定です。家族

会運営の場合は支援員（資格有）1,060円補助員 960円、主任手当月 10,000円、副主

任手当月 5,000円です。年額の賃金は令和５年度分の実績で 7,804,108円、指導員５

人、補助員９人、会計１人を雇っています。色々財政的な面等も考慮してより検討を

行います。家族会の方からは、よりよいサービスを行うことができるように、室戸市

への運営を変えてもらいたいと求められています。 

補助金の算定基準も公営と民営で変わりはありません、国県市、それぞれ３分の１づ

つです。 

検討事項としまして、現在の支援員、補助員を来年度も全員雇うのか。支援員、補助

員は会計年度任用職員として雇うのか、室戸市は児童クラブの事務員として専任の職

員を雇うのか、職員を兼任とする場合は児童クラブの事務に従事した時間の賃金を計

算する必要がある、保護者が負担金を口座に振り込むときの手数料の取扱いについて、

県によると利用者が 3,000円の負担金を振り込む際、手数料込みで 3,000円を振り込

んで、手数料分は市の持ち出しになるとの事であったが、この方法でよいのか、とか、

このような様々なことを検討していかなければならないのですが。他にもまだ検討し

なければいけないことがありまして、実は、この 10月４日に室戸の家族会の方と話し

合いをすることになっております。教育委員から定例会で意見がありましたように、

夏休みの間長い時間あずけられるところがあれば利用したい。でも、お金を出してま

で、何千円もだしっていうのはどうかという声も実際あります。選択もしてもらわな

いかんですけど、十分家族会と話をして検討をしていきたいと思います。 

（植野委員） 

公営化した場合、室戸小学校以外の子でもいけるのか。 

（和田課長） 

それについても話し合いをしていきたいと思います。夏休み期間とか受け入れをでき

ないかということは検討していきたいと思います。 

（植野委員） 

吉良川の児童が、長期の休みだけでもと室戸小の児童クラブに話をしたが、校区外だ

ということで断られたケースもあったようなので。 



7 
 

（和田課長） 

今は家族会が運営なので、そちらの方で取り扱いを決めています。 

（植田市長） 

私よりも、もっとみなさんの方がいつもの生活の中で保護者の方々に会う機会が多い

と思いますので、そういった立場の方々から聞くご意見が、この場で反映されて、良

い教育ができるように、そんなことをここで発言してもらうことは非常に大事ですの

で、小さなことでも構わんし、こんなことを聞くんですか。とか言ったことがあった

ら、ぜひ発言をしていただけたらなっていうのは、私の思いです。 

（和泉委員） 

先ほどの吉良川で夏休み中に預けたいって話は、なかなか難しいと思います。佐喜浜

でいったら、22日、しかも 10時からお昼まで。お盆の間は休み、今年は図書館と連

携して、図書館ツアーなどを行って、保護者からもすごく良いと聞いています。同じ

室戸市で、同じ放課後子ども教室なのに地域によって時間数がちがっていたりするの

で、改善できないかなと思います。同じ市がやっている教室なのに参加者によって違

っているのがなぜかなと思っています。なんらかの改善策がいるのではないかなと思

っています。 

（植田市長） 

抜本的な踏み込んだ対策というものを共有したことが、私の方があんまりなくて、そ

うした経緯を引き継いできてるということなので、こうした機会に、やっぱりどうや

ることが大事なのかをお伺いして共有していただきたいと思います。 

（和泉委員） 

それで、前は佐喜浜と吉良川で交流があったような気がするんです。情報交換なんか

も行われていたんですけど、最近それもないような感じなんです。放課後子ども教室

の在り方というものを、開催等について、お互いに情報交換があったら勉強会にもな

るし、改善につながって行くのではないかと思います。 

（植田市長） 

いや大事なことで、そこは私も同じ様な思いです。わりと室戸市内でも、羽根は羽根、

吉良川は吉良川で、それぞれでやっているけど、隣の町でどんなことをやっているの

か知らない状態で、良いことならまねてやりたいのになと思う地域の方々がいると思

う。隣の町でやっているような情報を行政が持って提供するとか、情報交換できるよ

うな機会を作って改善していくとか、検討していけるような機会を作って、やっぱり

改善いくってことは大事じゃないかなという風に思う。知らないのよね、わりと。 

（和泉委員） 

そうみたいですよね。吉良川の話を聞いたけど、佐喜浜はそうでもないのにと思って。

まあ、行って、夏休み中はこういうようなことをしたっていう、そういう他のところ

を知ったら、自分たちもそんなことができるんじゃないかっていう、気づきが、指導
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員にもそこででてくるんじゃないかなと思います。 

（佃委員） 

羽根の放課後子ども教室で、公民館の施設の老朽化があって、色々修繕していただい

てるんですけど。絨毯が匂うようなんです。衛生面が不安なんです。老朽化も踏まえ

て、小学校での開催を考えてもらいたいという話しがありました。 

（植田市長） 

ご意見聞かせていただいて、担当の方でまた検討したいと思います。 

（植野委員） 

吉良川の放課後子ども教室で、公民館の体育館を使ってないんですけど、禁止されて

いるんですか。 

（和田課長） 

禁止は一切してないです。 

（植野委員） 

子どもに聞いたらそこでは遊んではいけないと言っていた。 

（和田課長） 

普段は１階の調理室の隣の部屋が涼しいのでそこを利用しています。 

（植野委員） 

それまでは２階の部屋で、２階の時は入口で職員に声をかけたらよかったけど、今の

部屋はわかりづらくて、せまい。体育館が使えたらいいのにと思う。 

（和田課長） 

指導者が計画をするので。今後検討課題としたいと思います。 

（百田教育長） 

子育てにおいて大変重要なことだと思うので、早急に見直して検討したいと思います。 

（和泉委員） 

事業計画について、 学校教育の充実のところの（１）学校教育内容の充実の①児童生

徒の学力の向上のことで、令和５年度は、校内研修を効果的に行うための研究主任会

の実施が５回あったんですね。で、６年度、この３回っていうふうに減ってます。減

った理由っていうか。効果的に行えることでもう十分達成しているので、もう３回に

したっていう風なことがあるのかなっていうのを見て質問です。 

（森企画監） 

研究主任会は、室戸市の研究主任会で３回、県の研究主任会で２回行っております。

昨年度は室戸市の研究主任会は５回先生方の多忙感を減少させるため、外部から講師

を招へいしてやっていただいて質を高めた研修をすることで、研修をする回数が少な

くても指導になると考え、３回にしています。 

（和泉委員） 

この研究主任会の中身って言いましょうか、パッと見た感じ、研究指定を受けている
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っていう、県の研究指定ですね。佐喜浜は、去年防災でなって、今年は指定じゃない

けど、中学校が中心になって防災教育を地域と一緒になってやっていますね。自衛隊

も来て、普段は体験することができないようなことを保小中で実施して、研究指定が

終わった後のことだけど、継続されてすごいなと思いました。具体的に校内研修を進

めるための手法の研修ですか。 

（森企画監） 

学力向上を進めるために、研究主任の先生が中心になって行うのですが、若い先生方

が多いという状況なので、どういった分析を行うか等を知っていただいて進めて行く

ということをする研修です。今日の議題にもなっている児童生徒の全国学力・学習状

況調査についての評価分析を行ったうえで、どういったことをやるのか、研究主任の

先生を中心にどうやって進めて行くのかを研修する内容となっています。 

（和泉委員） 

⑴の③教職員の資質・指導力の向上について、新たな不登校を生じない。室戸市アク

ションプランで、各学校されていると思うんです。で、教職員が２名体調を崩してい

るということを偶然知ったんですが、そういう教職員へのサポートは。例えば中学校

で休んでいると、他の中学校から来ているという現状があるんですね。先生方へのサ

ポート体制をどのように行っているのかをお聞きしたいです。 

（百田教育長） 

１名は社会人１年目です。もう１名は経験年数 15～16年ですね。そういった教職員が

いる場合、配置があるのですが、今室戸市内では教職員の配置がありません。教員が

いない状況になっています。ですから、羽根小学校で１名、室戸小学校で２名の教員

の配置がありません。これは県下的なものです。ですから、教頭が担任をしたり教科

に行ったり、中学校の教諭が小学校に行ったりとか、そんな中で高知県中がこんな感

じだと思います。ですから、退職した方とかに会いに行くのですが、なかなかおりま

せん。それから、教員の採用試験、そういうものを受ける受験者、令和６年度、今年

の採用試験で、高知県での採用試験を受けた人が、小学校で 140人です。募集する人

数が 130人です。そのかわり約 380名が大阪の会場で受けています。全国の採用試験

で掛け持ちをして受けて自分の一番行きたいところに行くという状況です。それで難

しい状況です。 

（和泉委員） 

そういったやり取りが大変だとは思うのですけど。授業担当の先生が休んで授業がさ

れていないという話しを聞きます。今、佐喜浜中学校から室戸中学校に先生が授業に

行っているという体制がとれたことは良いと思うんです。室戸小学校で今１人休んで

いるわけですけど、そういう補充する教員がいなかったら、今いる教員へのサポート。

何か起きた時のための教員へのメンタル面へのサポートというのも、教職員の資質向

上の中に含まれて来るのかなと思うのですが。 
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（百田教育長） 

それは、スクールカウンセラーとか、お医者さんを通してやっています。初任者への

校内での役割を減らしたりしているんですけど、非常に丁寧にやっている。お医者さ

んのメンタルチェックを受けてもらってどうしたらよいとかやっているんですけど、

こういった状況です。 

（多田委員） 

実際授業を受けられないという子どもがいる状況になったのもちょっと。 

（百田教育長） 

ですから３つの学校から行って、授業をしております。診断が２カ月出ているわけで

すから。 

（多田委員） 

その前の段階では、１か月、２ヵ月授業をうけられなかった。 

（百田教育長） 

そうですね、６月の下旬まででした。それは、かちっと、診断書が出て。期間が確定

しないと配置ができない。３つの学校で、週に、１年生であれば４時間、３年生では

３時間して、それを週に５時間しています。 

（森企画監） 

はい。たくさん色々意見をありがとうございました。そしたら、皆さん、ありがとう

ございます。 

（和泉委員） 

今の教育長からの説明で、６月に月が遅れている分を１週間３時間の５時間で準備せ

んということで。わかりました。どうもありがとうございました。 

（森企画監） 

はい。そしたら、たくさんご意見ありがとうございました。次の議題に行きたいと思

います。 

（2）協議事項①令和６年度全国学力・学習状況調査についてです。 

令和６年度室戸市総合教育会議、児童生徒の学力について、という資料はございます

でしょうか？ 

子供の学力を調べる調査としてよく取り上げられるのが全国学力学習状況調査という

ものです。これは、毎年４月の第３週目の木曜日に実施する調査となります。 

中学３年生、小学６年生が対象となっております。教科は国語、算数、中学であれば

数学、その他の質問紙、アンケートがあり、質問に答えるようになっています。理科

や英語については、小学校は理科が３年に１度です。中学校についても、理科、英語

が大体３年に１度位実施されることになっております。 

この問題には、今求められている資質・能力が反映される問題が出題されておりまし

て、この問題が授業改善するためのメッセージと言われています。室戸市の小学６年
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生の正答率を見ていただきたいと思います。 

赤い折れ線グラフが全国の正答率です。棒グラフになっているところが室戸市の正答

率となっています。令和３年度は全国平均より室戸市は低いのですが、令和４年度、

令和５年度は上回っている状況でした。今年度の令和６年度については、国語につい

ても算数についても全国平均を下回っておりました。 

（問題例紹介） 

このように、日常の事象を捉える問題もあり、そういうことを授業の中でやっている

かどうかです。 

また、「平日どれくらい学習していますか」という質問では、小学生６年生では「30

分より少ない」、「全くしない」という児童が多くて、併せて 12.2パーセントです。中

学校 3年生では、「30分より少ない」13.1％、「全くしない」8.2％っていうことがわ

かりました。この辺りが課題ではないかと考えます。 

次のページが埼玉学力・学習調査です。 

これはもう一つの学力調査で、一人一人の学力の伸びを把握できる調査です。目標を

クリアできているのかではなく、前に比べてどうなのかを見るという調査です。 

問題に難易度をつけることで学年が違っていても学力が比較ができるようになってい

ます。 

その学力には、イライラしない等の自制心、自分はできるという自己効力感、やり抜

く力等が必要になってきます。この調査は、このような項目が数値化されます。また

計画性とか、努力ができているかどうか、柔軟に対応できるかとういことも数値化さ

れて、この問題ができないのはなぜか、どういうことが原因なのかが分かるようにな

っています。 

この調査は小学校４年生から中学校３年生までが対象で、国語、算数・数学、英語

（中２・中３）、質問紙を室戸市では昨年令和５年度から行っています。 

先ほど言ったように全国の学力と比べるのではなく、前に比べて自分の学力がどうか、

学級としてどうか、学校としてどうかが分かるようになっています。 

今年度より埼玉学力調査は紙でなく、完全 CBT化されておりタブレット端末を使って

行っており、タブレット操作の力も学力に含まれていると考えられています。 

学力向上に向けて、従来の知識・技能を教える授業から、自らが主体的に学び探究し

ていく、資質・能力を身につけることを明確にした授業を行う、より分かりやすく伝

えるために工夫して書く、話す。また、授業でやったことを自分で家庭学習でできる

などを、組織全体で取り組むことが必要になってきます。以上です。 

続けて、不登校の状況等について説明いたします。 

高知県生徒指導上の諸課題・児童虐待に関する調査というものがあります。７月末 10

日以上、１２月末 20日以上、３月末 30日以上の長期欠席の児童生徒が対象になりま

す。その児童生徒の理由として、病気、経済的理由、不登校、その他に分けて人数を
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報告するよになっています。高知県の不登校傾向の生徒数は全国と比べて、同等また

は多い状況が続いています。室戸市では小学校で、令和３年度に新規が増えたが、そ

の後は減少しています。今年度は７月末で２名、新規は０名です。中学校の状況です。

令和３年度に急激に増加しましたが、令和３年度の不登校傾向にあった生徒が、その

まま令和４年度も継続しています。今年度は７月末に９名、そのうち新規は１名です。

室戸市教育研究所で月に３日以上欠席した児童生徒について、学校から報告をしても

らっています。その中で不登校傾向の要因を調べてみました。特に最近は、身体の不

調をきっかけに長引く場合が多いということでした。後、本人の特性に関することや、

生活習慣が乱れ登校できない、などがありました。 

それに対する不登校の支援ですが、学校の取組としては、欠席者への電話連絡、家庭

訪問等、校内支援会を行う、教室へは入れなくても、別の教室であれば入れるという

場合もあるので校内サポートルームを設置している学校もあります。後は、県指定事

業として、保小中連携による生徒指導の４つの視点を生かした授業づくりや集団づく

りの取組、何を言ってもこのクラスは大丈夫だ、友達の個性を理解するなどを大事に

した授業、集団づくりを心掛けております。 

次に、子どもの発達を支える生徒指導に関する調査研究事業について、室戸中学校区

がモデル地区となっておりまして、室戸中学校が拠点校となって居場所づくりや生徒

主体の絆づくりを進めています。その取組として、子どもの声、意識調査を聞きなが

ら、実践を進めています。「学校が楽しい」、「みんなと何かをするのは楽しい」、「授業

が分かる」、「授業に主体的に取り組んでいる」という４つの項目について一学期末に

調査し、その結果を聞きながら取り組みを進めていっています。 

教育支援センターの方では、学校と連携し、学校復帰にむけて不安材料を解消したり、

進路指導を行ったりしています。教育研究所の方では、児童生徒理解に関する研修の

実施、校内支援会への参加・助言を行ったり、毎月３日調べによる不登校傾向児童へ

の早期対応を行っています。 

室戸市の状況は以上です。 

説明がありました内容になにかございませんか。 

（和泉委員） 

埼玉学力学習状況調査の説明の中で学力を伸ばしている学校という部分がありました

が、小学校３校、中学校３校ということでしたが、これは人数、ひとりでもいたらで

すか。 

（森企画監） 

７割の子どもが伸びていたら、その学校の学力は伸びていると言われています。 

（百田教育長） 

タブレットでやって、そのまま集計して戻ってくるというものです。 

（植田市長） 
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わかりやすい分析だと思います。ただ、僕らの子供の頃とはだいぶ時代が違いますの

で、なかなか今の現状の子供たちにどうかなと。話を聞きながら、現状の先生方は大

変だなということを実感しましたし、それが十分他の地域と同じぐらいのレベルで子

ども達に接すというか、指導ができている環境になっている、やっぱり声を掛け合い

ながらそれぞれの学校で指導する側とご家族とが手を組んで子ども達の成長を見て行

ってくれていることが分かりました。 

それと不登校について各数字で見せていただくと、確認されている方もいますけど、

カウントされていない不登校の子供がいるんじゃないかなと。対象になっている子ど

もと、対象になっている子どもが混ざっているような、現場の状況がちょっとわから

ないのですか、そんな状況なのかな。 

（森企画監） 

不登校というのは年間 30日の長期欠席が対象です。30日未満の欠席で対象になって

いない児童生徒もおります。 

学校現場はそのような児童生徒には、スクールカウンセラーとかに係わってもらった

りして不登校にならないように早期に対応をしています。 

（植田市長） 

ありがとうございます。 

（森企画監） 

それでは、その他について、何かありませんか。 

（山本課長） 

教育委員には、前段の教育委員会の定例会で、この９月議会の一般質問で室戸高校を

活用したことの質問がでていることの説明をしています。 

それに関連してですね。資料１の方で、令和３年当時の状況の説明をしております。

資料２の方で、今回、県、県委員会から提案された内容について説明をしております。

それで、資料３の方がですね、それに対して、その市教委の方から、統合中学に必要

な教室数とか部活動の状況等を示す資料を作っております。 

資料４の方が、今回の一般質問を受けて、全ての中学校の校長先生にいただいた意見

をまとめております。子供たちの視点というところで、各校長先生の思いが減縮され

ているんじゃないかなと思います。 

子供たちが質の高い教育を受ける条件を整えることに対する大人の責任。 

中学生と高校生の発達段階と教育課程は全く異なるもの。 

異なる地域の背景をもつ４中学校が統合したとき、どのような教育活動を行うことが

生徒たちにとって、それを支える教員にとって有用なことかの視点を第一に考えるべ

き。 

４地区が統合することは、それだけで生徒の精神面等のケアは慎重に行う必要がある。 

統合中学校は全ての児童・生徒が「統合中学校に進学したい」と思える施設でないと
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いけないし、保護者や地域の方々にとっても魅力のある施設でないといけない。 

倹約の視点は必要であるが、これからの未来を担うこどもたちへの教育環境について

経費優先でない配慮を期待する。 

市民への経費負担の軽減も大切だと思うが、統合校に期待や魅力を感じなければ他地

域への進学や将来の室戸市の人口減も心配される。 

といったご意見がありました。 

それ以降は、特別教室の配置とか、トイレの配置とか様々な視点での校長先生の意見

を記載しております。裏面の一番下その他の部分で、各地域の是や非の思いを受けて

スタートするものなので、新設中学校が全ての生徒にとって居心地よく、居場所のあ

る学校となり、教員にとっても働きやすく、室戸市の教育課題解決につながる学校と

して環境整備をお願いしたい。という強い思いを伺っております。 

最後の資料５については、今回の統合中学校整備事業に関する予算が否決された場合

の影響を示していまして、その予算の否決の理由が室戸高校利活用が前提の場合、現

在進めております新設移設に係る事業が全て一時休止になるということを説明させて

いただいています。 

今後の流れにつきましても、室戸高校利活用となるにしても、室戸高校の利活用をす

るようになった流れですとか、色々な学校から移管されるまでには一定長期間を協議

を要すると思われる。これまで統合中学校については保護者の方に新築の方向で話を

してきたので、施設の前提を変えることは、再度、地域や関係者に説明を行ったうえ

で、ご意見を聞く必要がある。ここで要する時間が必要となってきます。 

県教委との協議の結果、室戸高校の利活用が見込めず。再度、新築による整備の方向

性になった場合でも、令和１０年４月の開校時期は少なくとも１年以上遅れる見込み

である。ことが考えられる。こういった、校長先生の意見とかあり方検討委員会の委

員の意見を踏まえて市議会議員さんに示していきたいと考えております。これについ

て教育委員さんからの意見をいただきたいと思います。 

（和泉委員） 

あれっと思ったのは、まず、令和３年９月７日に教育長が県教委を訪問して共有をし

たということがありましたけど、いろいろ検討した結果、県教委は可能だと。でも、

室戸高校と協議をしたうえで５月 31日に、難しいと、室戸高校近くで検討を行うと報

告して、一旦ここで終決している。終決していて、なぜ今か、というのがひとつ。ず

っと何時間。何回も説明会をやってきた中で、熱い思いを語り合い、そうやってやっ

てきた中で、良い統合中学校を作ろうと進んでいる中で、なぜという思いです。やっ

ていくという士気がなくなるような。なぜここで終決している、決もでているのにな

ぜ今更、このまま進むことはできないんですか。 

（植田市長） 

ありがとうございます。問題になったのは、私が市長として親しく応援をしている県
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議から室戸高校を使ってもらいたいですという情報が春にありました。県の方から情

報をもらって、ここまで３年間協議をしていて、一定地元の説明会も終わっていると

いうことは認識はしていて、県にも話はしていたんですけど。その上で室戸高校を使

ってもらいたいという情報があるのだったら、それは情報として聞かずに捨ててしま

うことはできないので、是非いろいろな情報を聞かせてもらいたいと言って、県教委

とのやり取りを６月、７月に２回しました。当初３年前に教育長と課長と話をしただ

けなので、室戸高校の使える空き教室がないということをその段階でも聞いていまし

た。そういうやり取りをしたことを県議に伝えて、いろいろこうすべきではないかと

か、経緯とかを精査してお願いをして、改めて県教委がこれぐらいだったらできます

と持って来てくれたのが今日説明された資料です。やっぱり使い勝手が悪いし、統合

中学校が空き教室を使うことは可哀そうだという思いもあってお断りはしているんで

すけど、今回市議会の一般質問で提出された意見で、知らない議員としたら、そんな

話があるんだったら、もっと県教委と話し合いをしたらどうですかというのが今の状

況です。私にしたら、もう２回話を聞いたうえで無理だと帰らせてもらったんですけ

ど、議会の中で一般質問があり、その中で状況が分からない議員なんかが、それだっ

たらもっと歩み寄りができないかというような議論がでてきてというのが実態なんで

すけどね。いろいろな方向から見て意見があるので、僕自身は当初は室戸高校に統合

中学校を置けないかと思っていたので、教育長を中心に校長先生と意見調整をしっか

りやってもらって、３年前にやっぱり無理でしたという結論を出して進んできたこと

なんですけど、県教委も３年間のうちにいろいろな背景もあって、逆に使ってくれま

せんかという話しが県議の方に出てきたような一面もあったのかなという。 

（和泉委員） 

そうなんですか。今高校の再編成が高知県で進んでいるので、ひょっとしたら、こう

いう連携型っていうのを県県教委の方が考えていこうかなっていう風な。 

中高一貫ではなく、同居連携型っていう中学校と高校の県教委がひょっとしたら進め

ているとかでもないんですか。 

（植田市長） 

今、そこまでは話が行かずに、今私が受け止めてるのは、室戸高校で使える教室はこ

れですというので情報をもらうだけで、それを、室戸市が使えるか使えないかを話す

のはこちらですので、それ以上のことの話はまったくないです。 

県議会議員が言ってくれるように、県教員がどうにか使ってもらいたいんですけどと

言ってくれるんやったら、どのような使い方をすることができるのかにって、使わせ

てもらう方向性ができるのか、同じ学舎の中で学べるあの場所になりますよねという

ような、こうアドバイスもあって。ありがたいけど、そこで気づいた。 

（多田委員） 

これは教育環境でもあきらかに対等じゃないですよね。４階に詰め込まれて、一番肝
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心の生徒のことが念頭に入っていない。 

（植田市長） 

私も、そう受け止めます。 

（和泉委員） 

室戸高校を使うということではなくて、今進めているのを進めて欲しい。そういうこ

とで地域との説明会をずっと、こうたくさんしてきたんですね、やっぱりこれからの

子ども達を育てるうえでの統合中学校の在り方として進めて行ってほしい。 

（植田市長） 

具体的なご意見をありがとうございます。 

（百田教育長） 

県教委が使えますという４階の教室ですが。今、室戸高校生が保育小中へ行ってジオ

学習や強度学習をやっています。空き教室を使うのではなく、小中学校へ行ってやっ

ています。そこを室戸高校の空き教室に行って。高校生と一緒に授業をするとかとい

った、そんな使い方、連携はできるんじゃないかなとは思います。 

（森企画監） 

他になにかございませんか。よろしいでしょうか。それでは、本日の議事を全て終了

させていただきます。以上で令和６年度第１回総合協議会を終了いたします。お疲れ

様でした。ありがとうございました。 


